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研
究
ノ

l
ト

「
蒙
生
」
の
就
職
に

つ

い

て

|

内

モ

ン

ゴ

ル

大

学

の

事

例

よ

り

思
泌
夫

は
じ
め
に

中
国
で
は
、
一
九
九

0
年
代
か
ら
、
い
ま
ま
で
の
高
等
教
育
に
対
す
る

政
策
、
方
針
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
「
科
教
興
国
」
(
科
学
技
術
、
教
育

で
国
を
発
展
さ
せ
る
)
や
「
人
材
強
国
」
(
人
材
が
豊
富
な
国
)
な
ど
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
か
ら
も
あ
る
程
度
判
る
よ
う
に
、
国
家
戦
略
の
一
環
と
し
て
高

等
教
育
が
重
視
さ
れ
、
ま
た
現
実
化
に
向
か
っ
て
力
を
入
れ
て
い
る
。
高

等
教
育
に
お
け
る
方
針
転
換
は
、
あ
る
意
味
で
「
エ
リ
ー
ト
教
育
」
か
ら

「
大
衆
教
育
」
へ
向
け
て
の
変
化
で
も
あ
る
。
中
国
側
の
説
明
に
よ
る
と
、

二
O
O
三
年
の
全
国
大
学
生
の
在
学
総
数
は
一
九
O
O
万
人
に
達
し
、
高

校
を
卒
業
し
た
学
生
の
一
七
%
が
大
学
に
進
学
す
る
な
ど
、
高
等
教
育
の

大
衆
化
段
階
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
京
、
上
海
な
ど
の

大
都
市
部
で
は
、
高
校
卒
業
生
の
五
O
%
以
上
が
大
学
に
進
学
す
る
高
等

教
育
の
普
及
段
階
に
達
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
の
大
衆
教
育
を
目
指
す
方
針
の
背
景
に
は
、
中
国
経
済
の
発
展
と

い
う
条
件
が
あ
る
が
、
世
界
の
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
中

国
経
済
を
国
際
競
争
で
勝
ち
残
ら
せ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
材

を
市
場
に
送
る
と
い
う
国
家
戦
略
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
世
界
と
の
つ

な
が
り
が
ま
す
ま
す
密
接
に
な
り
、
改
革
開
放
路
線
も
新
し
い
局
面
に

入
っ
た
現
在
、
市
場
経
済
の
急
速
な
発
展
に
応
じ
て
、
ま
た
再
国
民
化
に

向
か
っ
て
、
大
学
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
数
の
エ
リ
ー

ト
を
育
て
る
、
党
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
治
性
を
強
く
反
映
し
た

大
学
教
育
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
を
養
成
す
る
大
衆
化
教
育
へ

の
改
革
は
ま
だ
途
中
段
階
に
あ
り
、
教
育
条
件
と
環
境
(
資
金
、
教
育
者

な
ど
て
進
学
率
に
お
け
る
大
都
市
部
と
内
陸
部
、
農
村
部
や
少
数
民
族
地

域
と
の
差
、
大
学
教
育
に
お
け
る
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
欠
如
な
ど
の
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
教
育
へ
の
投
資
は
将
来
に
と
っ
て

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
学
歴
主
義
」
「
能
力
主
義
」
と
い

う
風
潮
が
社
会
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

教
育
方
針
の
転
換
に
伴
い
、
進
学
率
の
増
加
、
大
学
の
有
料
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
特
に
一
九
九
七
年
か
ら
、
長
い
間

維
持
さ
れ
て
き
た
大
学
卒
業
生
(
短
大
、
専
門
学
校
を
含
む
)
の
就
職
先

を
国
が
保
障
す
る
「
国
家
包
分
配
」
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
個
人
で
職
を
探

す
就
職
制
度
へ
の
改
革
は
、
大
学
側
、
大
学
生
、
そ
し
て
社
会
全
体
に
も
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大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
大
学
側
が
求
人
側
と
リ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
、

求
人
側
の
要
求
を
何
ら
か
の
形
で
大
学
運
営
方
針
に
反
映
さ
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
り
、
大
学
生
の
就
職
に
お
け
る
選
択
の
自
由
は
拡
大
さ
れ
た
が
、

将
来
に
対
す
る
個
人
の
責
任
、
不
安
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
弘
、
社

会
に
と
っ
て
、
い
ま
ま
で
人
の
移
動
を
制
限
し
て
き
た
「
一
番
制
度
」
の

廃
止
が
求
め
ら
れ
、
「
単
位
制
度
」
の
見
直
し
が
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

就
職
先
は
大
都
市
や
沿
海
な
ど
経
済
条
件
が
良
い
地
域
に
集
中
し
て
お

り
、
そ
れ
に
大
量
の
出
稼
、
ぎ
農
民
が
こ
れ
ら
の
地
域
に
流
入
し
、
ま
た
、

国
営
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
者
の
再
就
職
や
政
府
部
門
の
ポ
ス
ト
削
減

な
ど
に
よ
っ
て
、
就
職
難
が
す
で
に
深
刻
化
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
就
職
の
自
由
化
(
個
人
化
)
、
競
争
佑
が
進
む
中
で
、
内
モ

ン
ゴ
ル
大
学
に
お
け
る
「
蒙
生
」
(
こ
こ
で
い
う
蒙
生
と
は
、
高
校
ま
で
モ

ン
ゴ
ル
語
で
教
育
を
受
け
た
学
生
、
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
大
学
に
進
学

し
た
学
生
を
指
す
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
一
部
分
の
講
義
を
漢
語
で
受

け
た
場
合
も
蒙
生
と
し
て
扱
う
)
の
就
職
特
徴
を
把
握
し
、
そ
し
て
彼
ら

(
彼
女
ら
)
の
対
応
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
と
蒙
生
の
就
職
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
本
文
は
ニ

O
O二
年
三
月
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
で
行
わ
れ
た
約
一
週
間
の
聞
き
取
り
調

査
と
資
料
収
集
、
二

O
O三
年
の
夏
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
(
呼
倫
貝
余
)
市
で

行
わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
、
そ
し
て
二

O
O三
年
日
本
に
留
学
中
の
蒙
生

に
対
し
て
、
電
子
メ

1
ル
、
電
話
、
手
紙
な
ど
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
不
定

期
調
査
デ

1
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。

近
年
日
本
に
お
け
る
中
国
少
数
民
族
教
育
に
関
す
る
研
究
は
増
え
つ
つ

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
言
語
学
、
教
育
学
、
社
会
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
、

中
国
の
少
数
民
族
教
育
政
策
や
制
度
を
論
じ
る
研
究
が
比
較
的
多
い
と
恩

わ
れ
説
。
一
方
、
主
体
の
対
応
に
焦
点
を
絞
り
、
具
体
的
な
資
料
に
基
づ

い
て
の
記
述
、
分
析
を
重
視
す
る
人
類
学
的
な
研
究
は
ま
だ
少
な
い
が
、

圧
司
博
史
(
二

O
O三
)
の
少
数
民
族
言
語
政
策
と
漢
語
普
及
と
の
か
か

わ
り
に
注
目
し
た
研
究
と
中
国
の
雲
南
省
の
タ
イ
族
と
ナ
シ
族
の
事
例
を

用
い
て
、
国
民
統
合
の
役
割
を
果
た
す
目
的
で
導
入
さ
れ
た
少
数
民
族
教

育
が
少
数
民
族
側
の
解
釈
、
対
応
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果

を
作
り
出
す
の
か
を
注
目
し
た
冨
・
同
国
S
8ロ
(
3
3
)
の
研
究
は
、
先

行
研
究
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
民
族
教
育
の
問
題
点
に
つ
い
て
書
い
た
フ
レ
ル

パ
1
ト
ル
の
論
文
に
寄
せ
た
コ
メ
ン
ト
で
、
田
中
克
彦
氏
(
一
九
九
七
)

は
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
人
口
が
多
い
少
数
民
族
の
言
語
が
危
機
に
瀕
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
、
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
話
。
そ
の
指
摘
か
ら
七
年
が
経
っ
た
い
ま
、
中
国
に
お
け

る
モ
ン
ゴ
ル
語
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
ま
た
そ
れ

が
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
、
蒙
生
の
就
職
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

自
分
の
研
究
は
ま
だ
調
査
、
デ
ー
タ
整
理
の
段
階
に
あ
る
が
、
右
に
指

摘
し
た
理
由
か
ら
、
ま
た
編
集
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
あ
え
て
今
回
本
稿

を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
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ニ
O
O
O年
前
後
の
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
就
職
状
況

(一)

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
は
一
九
五
七
年
に
設
立
さ
れ
、
中
国
の
少
数
民
族
地



域
で
は
、
最
も
早
く
作
ら
れ
た
総
合
大
学
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
「
全

国
重
点
大
学
」
の
地
位
を
得
て
、
一
九
九
七
年
に
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

で
唯
一
っ
て
一
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(
国
が
優
先
的
に
建
設
す
る
百
の
大

学
)
に
選
ば
れ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
は
一
五
の
学
院
、
研
究
機
関
(
一

一
の
教
育
機
関
、
四
の
研
究
機
関
)
か
ら
構
成
さ
れ
、
二

O
O二
年
、
本
科

(
四
年
制
)
、
専
科
(
二
年
制
)
合
わ
せ
て
約
一
万
六

0
0
0名
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
少
数
民
族
出
身
の
学
生
は
約
三
五
%
を
占
め
る
。

モ
ン
ゴ
ル
語
・
モ
ン
ゴ
ル
文
学
部
は
大
学
設
立
当
初
か
ら
、
大
学
の
中

で
唯
一
す
べ
て
の
授
業
が
モ
ン
ゴ
ル
語
だ
け
で
行
わ
れ
る
学
部
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
・
モ
ン
ゴ
ル
文
学
部

は
二

0
0
0名
以
上
の
大
学
生
、
院
生
を
世
に
送
り
出
し
、
『
現
代
モ
ン
ゴ

ル
文
法
』
、
『
蒙
漢
辞
典
』
を
は
じ
め
、
モ
ン
ゴ
ル
の
言
語
、
文
学
、
歴
史

に
関
す
る
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
モ
ン

ゴ
ル
語
の
統
一
と
規
範
化
、
普
及
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
九
九
五
年
大
学
の
シ
ス
テ
ム
改
革
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
・
モ
ン

ゴ
ル
文
学
部
は
モ
ン
ゴ
ル
関
係
諸
研
究
所
と
一
緒
に
モ
ン
ゴ
ル
学
院
と

な
っ
た
。
一
九
九
九
年
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
新
聞
(
メ

デ
ィ
ア
)
・
出
版
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
が
作
ら
れ
た
。

ま
た
、
一
九
八

0
年
代
末
か
ら
法
学
院
(
当
時
は
法
学
部
)
、
経
済
管
理

学
院
は
、
高
校
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
語
で
教
育
を
受
け
た
学
生
を
募
集
し
、
漢

語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
両
方
で
教
え
る
「
双
語
班
」
を
設
け
た
。

(二)

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
就
職
状
況
(
一
次
就
職
を
中
心
に
)

こ
こ
で
は
、
二

O
O三
年
三
月
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
で
行
っ
た
調
査
(
約

一
週
間
)
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
二

0
0
0
|
二
O
O二
年
の
大

学
の
一
次
就
職
率
と
そ
の
特
徴
を
デ
l
タ
で
抱
握
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と

比
較
し
て
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
モ
ン
ゴ
ル
言
語
・
文
学
ク
ラ
ス
と
新
聞
・
出

版
ク
ラ
ス
の
学
生
、
法
学
院
双
語
班
の
学
生
(
蒙
生
)
の
就
職
状
況
を
見
る
。

一
九
九
七
年
以
来
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
は
教
育
部
の
「
求
職
側
と
求
人

側
双
方
が
選
択
し
、
自
由
に
職
を
選
ぶ
」
(
い
わ
ゆ
る
グ
双
向
選
択
，
自
主

択
業
d
)

と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
、
卒
業
生
の
就
職
に
取
り
組
み
、
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
一
九
の
大
学
の
中
で
、
最
も
高
い
就
職
率
(
特
に
四

年
制
)
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
の
内
部
で
は
、
理
系
と
文
系
、

四
年
制
と
二
年
制
、
そ
し
て
蒙
生
と
漢
生
(
漢
語
で
教
育
を
受
け
た
学
生
)

に
、
就
職
率
の
差
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
差
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

表
l
に
示
し
た
通
り
、
二

C
O
O
l
二
O
O二
年
の
三
年
間
、
大
学
本

部
に
あ
る
九
つ
の
学
院
を
比
較
し
て
見
る
と
、
文
系
よ
り
も
理
系
の
就
職

率
が
高
く
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
学
院
は
三
年
連
続
で
九
つ
の
学
院
の
中
で
就

職
率
が
一
番
低
い
。
ま
た
、
表
2
か
ら
判
る
よ
う
に
、
同
じ
法
学
院
の
卒

業
生
で
も
「
漢
生
班
」
の
就
職
率
は
「
蒙
生
班
」
よ
り
一

0
ポ
イ
ン
ト
以

上
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

大
学
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
二

O
O
O年
ま
で
は
制
度
の
未
整
備
、
経

験
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
大
学
全
体
の
一
次
就
職
率
は
相
対
的
に
低
か
っ

た
が
、
二

O
O
O年
以
降
は
就
職
の
斡
旋
が
軌
道
に
乗
り
始
め
、
就
職
率

も
上
が
っ
た
。
ま
た
、
企
業
へ
の
就
職
と
進
学
者
数
(
大
学
院
に
進
学
し

た
者
も
就
職
者
と
し
て
判
断
さ
れ
る
)
の
急
増
が
就
職
率
を
上
げ
た
一
因

と
見
て
い
る
。

表
3
は
大
学
の
一
一
の
学
院
を
卒
業
し
た
学
生
の
「
就
職
、
不
就
職
」

「蒙生Jの就職について153 研究ノート



2000年から2002年(7月)までの内モンゴ

ル大学各学院の一次就職率 (%) 

2000年 2001年 2002年

モンゴル学院 55 76 76 

人文学院 80 93 94 

経済学院 72 88 93 

法学院 68 86 87 

外国語学院 71 97 96 

理工学院 85 97 94 

化学工学院 56 95 96 

生命科学院 65 98 95 

コンビュータ学院 82 97 100 

表 1

出所.内モンゴル大学就職指導センター。

2000年から2002年までの内モンゴル大学法学院卒業生一

次就職率:蒙生班と漢生班の比較

卒業人数 一次就職人数 一次就職率(%)

年度 蒙生班 漢生班 蒙生班 漢生班 蒙生班 漢生班

2000 26 96 19 82 73 85 

2001 32 104 25 93 69 89 

2002 42 146 25 98 57 68 

表2

注:r蒙生Jr漢生jについては文中の説明を参照。
出所:内モンゴル大学法学院。

(
不
就
職
と
は
進
学
や
留
学
な
ど
の
た
め
に
就
職
を
選

択
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
)
な
ど
を
表
す
統
計
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
就
職
を
希
望
し
、
ま
た
内
定
し
た
学

生
の
デ

1
タ
(
表
3
の
「
そ
の
他
」
以
外
の
部
分
)
を

見
る
と
、
政
府
機
関
、
軍
の
機
関
(
文
官
と
し
て
)
へ

の
就
職
は
減
り
、
事
業
単
位
(
表
3
の
注
を
参
照
)
、

企
業
、
進
学
、
自
治
区
以
外
の
と
こ
ろ
で
の
就
職
が
増

え
て
い
る
。
就
職
自
由
化
以
降
の
大
学
全
体
の
就
職

は
、
政
府
機
関
、
事
業
単
位
、
研
究
機
関
中
心
か
ら
企

業
、
進
学
、
事
業
単
位
中
心
へ
と
変
化
し
、
北
京
、
天

津
、
上
海
や
沿
海
地
域
で
職
を
探
す
学
生
が
増
え
て
い

る
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
卒
業
し
た
学
生
の
就
職
に

は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
い
な
い

(
表
4
を
参
照
)
。
過
去
と
比
べ
て
、
進
学
と
留
学
が
若

干
増
え
た
だ
け
で
あ
り
、
就
職
先
は
依
然
政
府
機
関
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
、
軍
関
係
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
大

学
全
体
の
二
次
就
職
に
関
す
る
正
確
な
デ

l
タ
は
得

ら
れ
て
い
な
い
が
、
大
学
側
や
学
生
の
説
明
に
よ
る

と
、
二
年
以
上
失
業
状
態
に
あ
る
卒
業
生
は
非
常
に
少

な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
表
4
か
ら
分
る
よ
う
に
、
専

門
で
モ
ン
ゴ
ル
の
言
語
、
文
学
、
歴
史
な
ど
を
中
心
に

勉
強
し
た
学
生
の
就
職
率
が
低
い
上
、
失
業
状
態
も
長

く
な
っ
て
い
る
。
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2000年から2002年までの内モンゴル大学卒業生の選択(就職先)とその人数

政府機関 事業単位 企業 軍の機関 進学
自治区外

そのイ也
卒業

年度 の就職 学生数

2000 59 97 337 85 162 104 467 1，311 

2001 68 103 399 64 177 207 345 1，372 

2002 38 171 382 46 247 221 633 1，751 

表3

注:1)事業単位とは人件費など基本的な予算は国の経費にまかなわれ、一定範囲内では

利益を上げることが許される実体を意味する。
2 )その他とは留学や進学のため、就職を選択しない人、就職していない人などを指す。

出所:内モンゴ、ル大学卒業生就職指導センター。

1998年から2002年までの内モンゴ、ル大学モンゴル学院の卒業生の就職状、況

政府 メディア 軍
進学

研究 学校
留学 企業

自治 失業
合計

関係 関係 関係 機関 関係 区外 状態

年度 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新 モ 新

1998 6 7 91- 6 3 7 39 

1999 2 6 ー 4 2 2 2 2 2 2 24 

2000 3 3 1 2 6 1 6 3 2 5 2 1 1 4 3 26 20 

2001 3 ー 2 2 1 3 4 7 1 3 3 2 2 4 9 125 20 

2002 4 2 3 2 3 6 3 2 3 6 24 17 

表4

注:1) rモjはモンゴ、ル言語・文学クラスのこと、「新jは新聞・出版クラスのことを指す。

2) r失業状態lとは2002年 9月までに職に就いていないことを意味する。
3) r学校関係jとは主に小学校、中学校と高校を指す。専門学校も含む。

4)大学側の分類に従い、大学は「研究機関Jとして扱う。
出所:内モンコゃル大学モンゴル学院が提供したデータをもとに筆者が作成。

ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
に
お
け
る
蒙
生
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
の
在

学
蒙
生
は
二

O
O人
だ
っ
た
が
、
二

O
O二
年
に
は

そ
の
二
倍
以
上
の
四
三
七
人
ま
で
増
え
た
。
し
か
し
、

就
職
は
依
然
と
し
て
過
去
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
、
非
常
に
限
ら
れ
た
政
府
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
、

研
究
機
関
や
軍
の
機
関
な
ど
の
就
職
先
に
集
中
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
歴
社
会
に
突
入
し
た
中
国
で
は
、

高
学
歴
は
就
職
に
有
利
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
蒙
生

の
中
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

就
職
が
難
し
く
な
る
と
考
え
る
人
が
多
く
、
ま
た
、

経
済
的
な
理
由
で
進
学
を
断
念
す
る
人
も
少
な
く
な

い
。
大
学
側
の
調
査
に
よ
る
と
、
二

O
O
O年
か
ら

二
O
O
二
年
ま
で
九
つ
の
学
院
(
本
科
生
に
限
る
)

の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
進
学
率
は
一
番
低
い
。

さ
ら
に
、
蒙
生
と
い
う
だ
け
で
不
当
な
扱
い
を
受

け
る
ケ
l
ス
も
多
い
。
ニ

O
O
O年
に
モ
ン
ゴ
ル
言

語
・
文
学
の
専
門
を
卒
業
し
た
A
さ
ん
(
女
性
、
二

二
歳
)
は
、
多
く
の
求
人
単
位
、
特
に
企
業
は
専
門

が
「
モ
ン
ゴ
ル
語
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
断
る
あ
る

い
は
ま
と
も
に
面
接
し
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
ニ

O

O
一
年
法
学
院
の
「
双
語
班
」
を
卒
業
し
た

B
さ
ん

(
男
性
、
二
三
歳
)
は
、
「
私
た
ち
が
勉
強
し
た
専
門

知
識
(
法
律
)
は
漢
生
と
何
の
変
わ
り
も
な
い
の
に
、
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就
職
の
時
、
蒙
生
だ
と
い
う
だ
け
で
断
ら
れ
た
こ
と
は
何
回
も
あ
っ
た
」

と
い
う
。
彼
は
ま
た
「
自
分
も
で
き
る
だ
け
モ
ン
ゴ
ル
語
が
使
え
る
就
職

先
を
選
び
た
い
が
、
そ
う
な
れ
ば
基
層
(
地
方
、
あ
る
い
は
田
舎
と
い
う

意
味
)
に
行
く
し
か
な
ど
と
も
い
う
。
モ
ン
ゴ
勧
学
院
の
調
査
に
よ
る

と
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
蒙
生
は
非
常
に
多
い
。

蒙
生
の
就
職
状
況
と
そ
の
背
景

就
職
自
由
化
後
、
蒙
生
の
就
職
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
就
職
率
は
理

系
と
比
べ
て
大
き
な
差
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
文
系
の
漢
言
語
・

文
学
専
門
の
学
生
と
比
べ
て
も
低
い
。
ま
た
、
同
じ
法
律
専
門
を
卒
業
し

て
も
、
漢
生
と
蒙
生
と
の
聞
に
差
が
生
じ
る
。
蒙
生
が
置
か
れ
て
い
る
こ

の
よ
う
な
就
職
状
況
は
、
就
職
自
由
化
後
、
競
争
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
進
行
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
語
と
蒙
生
を
取
り

巻
く
社
会
的
な
状
況
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
就
職
の
個
人
化
と
大
学
の
進

学
率
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
表
面
化
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ヲ
匂
。

い
ま
の
調
査
で
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
現
段
階
で
考

え
ら
れ
る
蒙
生
の
就
職
率
に
影
響
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
側
面
を
整
理

し
、
就
職
状
況
が
作
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

(→ 
蒙
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

就
職
率
は
卒
業
生
の
対
応
、
選
択
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側
の
体
制
に

よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
蒙
生
も
例
外
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
、
い
ま
の
段
階
で
主
に
考
え
ら
れ
る
就
職
状
況
の
い
く
つ
か
の
側

面
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
(
主
体
の
対
応
は
後
述
)
。

川
「
漢
化
」
に
よ
る
蒙
生
の
就
職
先
の
減
少

こ
こ
で
使
用
す
る
「
漢
化
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
民
族
地
域
に
お
け
る

漢
語
、
漢
字
の
使
用
範
囲
の
拡
大
、
浸
透
を
主
に
意
味
す
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
モ
ン
ゴ
ル
人
自
治
地
域
で
あ

る
が
、
人
口
構
成
上
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
少
数
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
統
計
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
二

O
O
O年
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
総
人

口
は
二
三
七
六
万
人
で
、
そ
の
う
ち
漢
族
が
一
八
八
二
万
人
、
総
人
口
の

七
九
%
を
占
め
、
モ
ン
ゴ
ル
人
四

O
三
万
人
、
総
人
口
の
一
七
%
を
占
め

る
。
そ
の
他
の
少
数
民
族
の
人
口
は
九

O
万
人
で
、
総
人
口
の
四
%
を
占

め
る
。漢

族
人
口
が
多
数
を
占
め
る
人
口
構
成
の
特
徴
は
漢
化
の
重
要
な
原
因

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
一
九
八

0
年
代
後
半
、
特
に
一

九
九

0
年
代
以
降
の
市
場
化
、
情
報
化
(
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
学
校
教
育

の
普
及
な
ど
に
よ
る
)
に
よ
る
、
急
速
な
漢
語
化
、
漢
字
化
の
進
行
状
態

で
あ
る
。

漢
語
化
、
漢
字
化
の
拡
大
、
浸
透
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
使
用
範
囲
、
市
場

を
大
き
く
縮
小
さ
せ
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
蒙
生
の
就
職
先
が
減
少

し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
党
、
政
府
機
関
、
事
業

単
位
、
さ
ら
に
一
部
分
の
国
営
企
業
ま
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
で
き
る
幹
部

の
配
置
、
漢
語
の
文
書
、
書
類
(
文
件
)
を
翻
訳
す
る
ポ
ス
ト
(
翻
訳
課
)

が
自
治
区
レ
ベ
ル
か
ら
基
層
ま
で
あ
っ
た
が
、
今
は
ご
く
一
部
分
の
地
域
、

単
位
(
組
織
)
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
、
単
位
か
ら
こ
の
仕
事
は

消
え
た
。
こ
れ
は
蒙
生
に
と
っ
て
、
就
職
先
の
減
少
に
他
な
ら
な
い
。
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ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
放
送
、
出
版
な
ど
「
モ
ン
ゴ
ル
文
化
」
産

業
は
、
多
く
の
蒙
生
を
吸
収
で
き
る
、
蒙
生
に
と
っ
て
重
要
な
就
職
先
で

あ
る
。
し
か
し
、
市
場
伯
、
情
報
化
に
よ
っ
て
、
い
ま
こ
の
産
業
は
衰
退

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
テ
レ
ビ
局
が
放
送
し

て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
語
テ
レ
ビ
番
組
は
一
つ
だ
け
あ
っ
て
(
毎
日
放
送
、
一

日
一
五
、
二
ハ
時
間
)
、
各
地
方
で
も
モ
ン
ゴ
ル
語
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い

る
が
、
漢
語
番
組
と
比
べ
て
、
内
容
的
に
も
時
間
的
に
も
非
常
に
少
な
い
。

フ
フ
ホ
ト
(
呼
和
浩
特
)
市
で
見
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
テ
レ
ビ
番
組
は
二

っ
か
三
つ
ぐ
ら
い
、
漢
語
番
組
は
三
五
四

O
以
上
で
あ
る
。
市
場
経
済

の
発
展
に
よ
っ
て
、
漢
語
に
よ
る
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、

漢
字
の
印
刷
物
の
出
版
市
場
の
独
占
状
態
は
、
ま
す
ま
す
漢
語
、
漢
字
の

浸
透
に
拍
車
を
か
け
、
そ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
文
化
産
業
の
衰
退
を
招
い
て

い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
文
他
産
業
は
民
族
政
策
に
よ
っ
て
、
国
や
自
治
区
政
府

の
財
政
援
助
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
発
展
が
立
ち
遅
れ
、
自
治

区
政
府
自
体
が
国
の
経
済
支
援
を
頼
っ
て
い
る
以
上
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
産

業
に
対
す
る
経
済
支
援
に
は
限
界
が
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
最
大

の
「
蒙
文
印
刷
場
」
(
印
刷
会
社
)
な
ど
の
倒
産
か
ら
も
そ
の
状
況
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
地
方
で
は
財
政
赤
字
を
抱
え
る
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
で
、
財
政
面
で
モ
ン
ゴ
ル
文
他
産
業
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
蒙
生
の
就
職
先
の
減
少
に
つ
な
が
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
各
地
で
、
い
ま
学
歴
化
、
競
争
化
の
風
潮
の
影

響
を
受
け
て
、
少
数
民
族
の
子
供
の
中
で
、
漢
語
学
校
、
あ
る
い
は
漢
語

ク
ラ
ス
に
入
る
例
が
増
え
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
師
の
ポ
ス
ト
が
減
り
(
減
編
)
、

ま
た
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
筆
者
が
現
地

調
査
を
行
っ
た
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
の
チ
ン
パ
ラ
グ
旗
で
は
、
こ
の
二
、
三

年
(
二

O
O三
年
ま
で
)
で
六
つ
の
モ
ン
ゴ
ル
語
学
校
が
な
く
な
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
一
部
分
は
少
子
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
主
な
原
因
は

生
徒
が
漢
語
学
校
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

廃
止
さ
れ
た
学
校
に
勤
め
て
い
た
教
師
た
ち
(
具
体
的
な
数
字
は
ま
だ

分
か
ら
な
い
)
の
一
部
は
他
の
学
校
な
ど
に
再
就
職
し
た
が
大
半
の
人
は

再
就
職
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
(
政
府
か
ら
支
給
さ

れ
る
救
済
金
で
生
活
し
て
い
る
)
。
中
国
で
は
、
教
師
を
育
て
る
特
別
な
シ

ス
テ
ム
|
|
師
範
大
学
、
師
範
学
校
な
ど
が
あ
る
た
め
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大

学
の
蒙
生
が
、
教
職
に
就
く
割
合
は
ま
だ
大
き
い
と
は
言
え
な
い
が
、
一

つ
の
選
択
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
民
族
教
育
が
置
か
れ
て
い
る
こ

の
よ
う
な
現
状
は
、
ま
た
彼
ら
の
就
職
状
況
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。

ω
就
職
先
の
減
少
と
「
拡
招
」
(
大
学
募
集
定
員
の
増
加
)
が
ま
ね
く

就
職
率
の
低
下

こ
れ
は
川
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
政
府
機
関
、
軍
の

機
関
、
一
部
の
事
業
単
位
、
進
学
と
い
っ
た
非
常
に
限
ら
れ
た
就
職
先
が
、

右
に
述
べ
た
理
由
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
機
関
の
定
員

削
減
(
減
編
)
、
「
公
務
員
化
管
理
」
へ
の
移
行
(
公
務
員
試
験
を
通
じ
て

採
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
試
験
は
漢
語
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、

蒙
生
に
は
不
利
で
あ
る
)
な
ど
は
、
さ
ら
に
蒙
生
の
就
職
に
影
響
し
て
い

る
。
一
方
、
大
学
を
卒
業
す
る
蒙
生
が
年
々
増
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
正

式
に
就
職
が
で
き
な
い
蒙
生
が
増
え
、
そ
の
就
職
率
が
低
下
す
る
と
い
う

結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
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ω
政
策
、
法
律
制
度
の
欠
如

民
族
学
生
の
進
学
率
を
上
げ
、
少
数
民
族
出
身
の
幹
部
を
養
成
す
る
な

ど
の
目
的
で
、
少
数
民
族
学
生
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
優
遇
措
置
は
入
学
試
験
や
幹
部
に

な
る
な
ど
の
場
合
に
、
漢
民
族
と
比
べ
て
、
少
数
民
族
出
身
者
を
優
遇
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
少
数
民
族
の
言
語
は
ほ
と
ん
ど
配
慮
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
少
数
民
族
出
身
で
も
、
漢

語
で
教
育
受
け
た
ほ
う
が
就
職
な
ど
に
は
有
利
で
あ
る
。
ま
た
、
法
律
や

制
度
の
不
備
に
よ
っ
て
、
少
数
民
族
、
特
に
少
数
民
族
言
語
で
教
育
を
受

け
た
学
生
が
就
職
の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

に)

蒙
生
就
職
状
況
の
背
景

中
国
は
国
家
統
合
を
進
め
る
と
同
時
に
、
民
族
政
策
も
実
施
し
て
い
る
。

中
国
政
府
は
、
中
国
国
家
政
治
の
統
一
性
と
少
数
民
族
に
よ
る
自
治
は
矛

盾
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
は
国
民
統
合
を
進
め

れ
ば
進
め
る
ほ
ど
自
治
権
の
実
施
が
困
難
と
な
り
、
少
数
民
族
地
域
の
民

族
性
を
失
う
結
果
に
な
説
。
蒙
生
の
就
職
状
況
の
背
景
に
は
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
国
民
統
合
と
少
数
民
族
に
よ
る
地
方
自
治
と
の
間
で
生
じ
る
矛

盾
が
あ
る
。

蒙
生
の
就
職
範
囲
は
留
学
な
ど
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
モ
ン
ゴ
ル
語
の

使
用
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
モ
ン
ゴ
ル
語
が
置
か
れ

て
い
る
現
状
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
蒙
生
の
就
職
の
現
状
を
理
解
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

は
不
可
欠
で
あ
る
。
蒙
生
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
は
母
語
で
あ
り
、
彼
ら

の
「
文
化
資
本
」
で
も
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
、

政
治
的
、
文
化
的
状
況
、
さ
ら
に
社
会
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
、
イ
メ
ー

ジ
、
認
識
が
、
そ
の
一
言
語
を
文
伯
資
本
と
し
て
持
っ
て
い
る
主
体
で
あ
る

蒙
生
の
状
況
、
選
択
に
も
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

ヲ

Q

。内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
「
自
治
地
方
」
で
あ
る
が
、
自

治
区
成
立
後
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は
空
間
的
広
が
り
を
持
つ
グ
公
用
語
d

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
急
速
な
漢
化
に
よ
っ
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
の
使
用
範
囲
が
縮
小
し
、
使
用
人
口
も
減
少
を
続
け
て
い
る

(
後
述
)
。
そ
も
そ
も
主
流
社
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は
「
牧
区
」
(
遊
牧
地

域
)
や
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
関
す
る
教
育
や
研
究
な
ど
非
常
に
限
定
さ
れ
た

範
囲
で
使
う
「
特
殊
な
言
語
」
と
い
う
認
識
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

中
国
で
は
、
「
進
化
史
観
」
に
基
づ
い
て
、
諸
民
族
の
社
会
形
態
、
文
化
を

序
列
他
し
、
そ
の
中
で
モ
ン
ゴ
ル
語
を
含
む
モ
ン
ゴ
ル
文
佑
は
漢
文
化
よ

り
低
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
蒙
生
の
就
職
範
囲
の
狭
さ
や
社
会
的
評
価

の
低
さ
は
右
に
指
摘
し
た
こ
と
を
直
接
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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個
別
事
例
の
紹
介

以
上
、
一
次
就
職
率
な
ど
の
デ

l
タ
に
基
づ
い
て
、
蒙
生
の
就
職
特
徴

を
説
明
し
た
。
こ
こ
で
は
、
個
別
事
例
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
す
る
彼
ら
の
対
応
、
選
択
を
見
る
。

現
在
ま
で
、
私
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
フ
フ
ホ
ト
市
と
ハ
イ
ラ
ル
(
海

位
伝
)
市
、
日
本
な
ど
の
地
で
、
合
計
二
三
名
の
蒙
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
五
つ
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
就
職

な
ど
何
ら
か
の
形
で
社
会
人
と
な
っ
た
蒙
生
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

ハ
門
「
私
た
ち
は
自
分
、
が
自
分
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
生
き
て
い
る
」

C
さ
ん
(
男
性
、
二
七
歳
)
は
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
「
三
好
生
」
(
優
等

生
)
だ
っ
た
の
で
、
大
学
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
一
九
九
九
年
に
フ
フ
ホ
ト

市
で
自
治
区
政
府
の
司
法
部
門
に
就
職
し
た
。
こ
こ
で
の
彼
の
仕
事
は
「
翻

訳
課
」
で
、
漢
語
の
書
類
(
い
わ
ゆ
る
「
文
件
」
)
を
モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
訳

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
最
初
、
彼
は
自
分
が
得
意
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル

語
と
漢
語
が
生
か
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
彼
が
就
い
た

翻
訳
の
仕
事
は
、
道
路
沿
い
や
町
に
建
て
る
「
普
法
」
の
看
板
(
法
律
を

普
及
す
る
た
め
の
宣
伝
用
看
板
)
を
訳
す
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
時
聞
は

他
の
課
室
(
部
、
課
)
が
忙
し
い
時
、
呼
ば
れ
て
手
伝
う
か
、
あ
る
い
は

オ
フ
ィ
ス
で
新
聞
を
読
ん
で
過
ご
す
か
で
あ
っ
た
。

彼
が
翻
訳
課
に
来
た
時
、
一
人
の
定
年
を
待
つ
課
長
が
い
た
。
そ
の
課

長
の
話
に
よ
る
と
、
か
つ
て
、
こ
こ
に
は
五
人
が
働
い
て
い
た
。
一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
翻
訳
の
仕
事
が
大
幅
に
減
少
し
、
一
九
九

0
年
代
に

な
っ
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
文
件
は
翻
訳
し
な
く
な
り
、
こ
こ
で
働
い
て

い
た
人
も
次
々
と
他
の
課
室
、
あ
る
い
は
他
の
部
門
に
転
職
し
た
と
い
う
。

C
さ
ん
も
こ
こ
に
来
て
か
ら
、
自
分
た
ち
の
存
在
が
冷
や
や
か
な
自
で
見

ら
れ
、
政
府
機
関
の
シ
ス
テ
ム
管
理
の
公
務
員
化
、
昇
進
な
ど
の
人
事
評

価
の
「
専
業
化
」
(
専
門
知
識
の
重
視
)
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
自
分
の
将
来

に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

二
O
O二
年
の
春
、
彼
は
中
国
語
で
公
務
員
試
験
に
合
格
し
、
二

O
O

二
年
の
九
月
か
ら
、
ボ
ー
ト
(
包
頭
)
市
で
税
務
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
。

C
さ
ん
は
い
ま
の
時
代
で
は
、
特
定
の
場
所
を
除
い
て
、
「
蒙
生
」
は
蒙
生

の
ま
ま
で
は
、
生
き
て
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
競

争
に
勝
つ
た
め
に
、
自
分
が
自
分
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

(二)

「パ

l
ト
で
働
く
の
に
も
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
」

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
蒙
生
の
九
割
以
上
は
「
牧
区
」
出
身
で
、
そ
の
う

ち
通
遼
市
(
ジ
レ
ム
盟
)
の
出
身
者
が
最
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

D

さ
ん
(
女
性
、
二
五
歳
)
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
二

0
0
0年
に

モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
新
聞
・
出
版
ク
ラ
ス
を
卒
業
し
た
。
卒
業
す
る
ま
で
仕

事
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
恋
人
が
北
京
軍
区
に
内

定
し
、
勤
務
先
が
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
に
あ
っ
た
た
め
、
彼
女
は
出
身
地
の

通
遼
市
に
戻
ら
ず
、
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
の
政
府
所
在
地
ハ
イ
ラ
ル
で
仕
事

を
探
す
こ
と
に
し
た
。

二
O
O三
年
の
九
月
、
私
が
ハ
イ
ラ
ル
で
彼
女
に
会
っ
た
と
き
、
彼
女

は
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
の
放
送
局
で
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
放
送
番
組
の
取

材
、
編
集
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
い
ま
の
職
場
に
は
先
輩
の
紹
介
で

今
年
の
春
や
っ
と
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
自
分
は
ま
だ
「
契

約
社
員
」
で
、
こ
こ
に
は
自
分
の
よ
う
に
、
つ
ま
り
パ

l
ト
で
働
く
内
モ

ン
ゴ
ル
大
学
を
卒
業
し
た
蒙
生
が
、
こ
の
仕
事
を
紹
介
し
て
く
れ
た
先
輩

を
含
め
三
人
い
る
と
い
う
。

契
約
社
員
は
正
式
社
員
の
三
分
の
一
の
給
料
し
か
も
ら
え
ず
、
社
会
保

険
、
福
祉
な
ど
の
面
で
も
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
。
契
約
社
員
と
し
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て
働
い
て
、
不
安
は
な
い
か
と
聞
く
と
、
彼
女
は
、
自
分
は
長
い
間
仕
事

が
な
く
、
非
常
に
不
安
だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
A
7
は
働
く
場
所
が
あ
っ

て
、
あ
ま
り
不
安
は
な
い
と
答
え
た
。
ま
た
、
自
分
は
モ
ン
ゴ
ル
語
が
生

か
さ
れ
る
仕
事
し
た
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
実
現
し
た
の
で
、
い
ま
は
満
足

し
て
い
る
と
彼
女
は
付
け
加
え
た
。

あ
る
日
約
束
通
り
、
彼
女
の
職
場
に
会
い
に
行
く
と
、
彼
女
を
含
め
内

モ
ン
ゴ
ル
大
学
を
卒
業
し
た
蒙
生
三
人
(
一
人
は
彼
女
の
同
僚
、
も
う
一

人
は
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
の
新
聞
局
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
の
編
集
の
仕
事
を

し
て
い
る
人
)
が
私
を
待
っ
て
い
た
。
ど
う
も
彼
女
た
ち
は
勘
違
い
し
て
、

私
の
こ
と
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
と
思
い
込
み
、
「
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い

る
厳
し
い
現
状
を
ぜ
ひ
政
府
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
」
と
私
に
い
う
。

私
は
彼
女
た
ち
に
、
自
分
は
あ
く
ま
で
も
研
究
の
立
場
か
ら
蒙
生
の
就

職
に
関
心
が
あ
る
と
説
明
し
、
研
究
に
協
力
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
日
、
彼
女
た
ち
の
就
職
経
験
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
対
す
る
彼
女
た
ち
の

考
え
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
た
ち
は
就

職
に
あ
た
っ
て
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
い
。
就
職

し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
親
戚
、
同
郷
(
同
じ
出
身
地
)
、
友
人
な
ど
を
頼
っ

て
い
る
と
い
う
。
漢
生
に
比
べ
て
、
蒙
生
の
就
職
状
況
は
、
①
「
単
位
」

の
制
限
、
②
地
域
の
制
限
、
③
未
来
発
展
(
専
門
、
能
力
を
発
揮
す
る
、

能
力
を
伸
ば
す
と
い
う
意
味
)
の
制
限
な
ど
の
面
で
不
利
で
あ
る
と
彼
女

た
ち
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
蒙
生
で
も
、
男
性
蒙
生
は
軍
の
機
関

に
勤
め
る
と
い
う
選
択
が
あ
る
が
、
女
性
蒙
生
に
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
選
択
の
幅
が
さ
ら
に
狭
く
な
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く

多
く
の
蒙
生
は
私
た
ち
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
仕
事
を
し
た
い
が
、

実
際
仕
事
を
探
す
時
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
も
う
で
き
な
い
と
い
う
。
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(三)

「
モ
ン
ゴ
ル
語
で
も
法
律
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
が
」

E
さ
ん
(
女
性
、
二
七
歳
)
は
通
遼
市
の
ナ
イ
マ
ン
旗
出
身
で
あ
る
。

彼
女
は
子
供
の
時
モ
ン
ゴ
ル
語
し
か
話
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
村
に
は
学

校
が
一
つ
だ
け
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼

女
は
小
、
中
、
高
の
教
育
は
全
部
モ
ン
ゴ
ル
語
で
受
け
て
き
た
。
一
九
九

六
年
彼
女
は
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
に
合
格
し
、
法
学
院
で
「
蒙
授
経
済
法
専

業
」
(
モ
ン
ゴ
ル
語
で
経
済
法
を
専
攻
す
る
)
を
専
攻
し
た
。
「
蒙
授
」
(
モ

ン
ゴ
ル
語
で
授
業
を
行
う
)
と
い
う
が
、
実
際
は
八
割
以
上
の
授
業
が
漢

語
で
あ
っ
た
。
先
生
た
ち
の
話
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ

た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
で
授
業
が
で
き
る
先
生
が
足
り
な
い
こ
と
、
お
よ
び
就

職
の
た
め
で
あ
る
。
一
年
目
は
漢
語
に
よ
る
授
業
が
理
解
で
き
な
く
て
苦

労
し
た
が
、
二
年
目
か
ら
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

二
O
O
O年
大
学
を
卒
業
し
、
就
職
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
彼
女
は

い
っ
た
ん
出
身
地
(
戸
籍
所
在
地
)
に
帰
っ
た
が
、
恋
人
(
漢
民
族
)
が

ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
で
仕
事
を
探
す
こ
と
を
決
め
た
た
め
、
彼
女
も
ハ
イ
ラ

ル
で
就
職
を
目
指
し
た
。
二

O
O
O年
末
、
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
の
法
院
(
地

方
裁
判
所
)
に
就
職
し
た
。
法
院
に
は
一
二

O
名
の
人
が
働
い
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
仕
事
が
で
き
る
の
は
彼
女
だ
け
だ
っ
た
と
い

〉つ。
自
分
が
法
院
の
仕
事
に
合
わ
な
い
と
感
じ
た
彼
女
は
、
二

O
O
一
年
に

弁
護
士
の
資
格
を
取
り
、
ハ
イ
ラ
ル
市
の
あ
る
法
律
事
務
所
に
転
職
し
た
。

法
律
事
務
所
で
は
、
一
年
以
上
(
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
二

O
O三
年
の
九
月



に
行
っ
た
)
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
自
分
が
担
当
し
た
訴
訟
事
件
で
、
モ

ン
ゴ
ル
語
で
弁
護
し
た
の
は
三
回
だ
け
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
で
仕
事
を

す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

彼
女
の
ク
ラ
ス
は
二
六
名
で
、
現
時
点
で
全
員
が
就
職
し
た
。
留
学
を

除
い
て
就
職
先
は
全
員
自
治
区
内
で
あ
る
。
ま
た
、
仕
事
を
探
す
時
、
モ

ン
ゴ
ル
語
や
法
律
と
い
う
条
件
に
こ
だ
わ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
就
職

さ
え
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
。

モ
ン
ゴ
ル
語
は
自
分
に
と
っ
て
、
教
育
用
語
と
し
て
選
択
で
き
る
唯
一

の
言
語
で
あ
る
。
今
で
も
モ
ン
ゴ
ル
語
で
教
育
を
受
け
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
の
生
活
が
モ
ン
ゴ
ル
人
同
士
の
付
き
合
い
、

モ
ン
ゴ
ル
語
中
心
か
ら
、
漢
族
中
心
、
漢
語
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
環
境
へ
と
変
化
し
て
か
ら
、
自
分
の
考
え
方
や
価
値
観
も
変
化

し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
は
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
拠
り
所
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
妥
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
あ
い
ま
い
化
し
て
い
る
と
い
う
。

(四

「
都
市
で
生
活
し
た
い
」

二
O
O三
年
の
三
月
、
フ
フ
ホ
ト
市
で

F
さ
ん
(
女
性
、
二
五
歳
)
に

会
っ
た
時
、
彼
女
は
フ
フ
ホ
ト
市
に
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
の
あ
る
旅
行
会
社

の
事
務
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
彼
女
は
二

O
O
O年
に
モ
ン
ゴ

ル
学
院
の
新
聞
・
出
版
ク
ラ
ス
を
卒
業
し
、
正
式
な
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、

フ
フ
ホ
ト
で
転
々
と
ア
ル
バ
イ
ト
先
を
変
え
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
。

基
層
(
地
方
)
は
フ
フ
ホ
ト
な
ど
都
市
に
比
べ
、
就
職
し
や
す
い
と
聞

い
た
が
、
な
ぜ
出
身
地
な
ど
に
戻
っ
て
仕
事
を
探
さ
な
い
の
か
と
聞
く
と
、

そ
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
基
層
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
条
件
が
悪
す
ぎ
る
。

自
分
の
故
郷
通
遼
市
の
ほ
と
ん
ど
の
旗
は
ま
だ
大
変
貧
し
く
、
外
へ
出
て

ゆ
く
若
者
は
非
常
に
多
い
。
あ
そ
こ
に
比
べ
て
、
こ
こ
(
フ
フ
ホ
ト
)
は

生
活
条
件
が
い
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
と
答
え
た
。

私
が
基
層
の
ほ
う
が
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
反
論
す
る
と
、
彼
女
は
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
機
会
が
あ
っ
て
も
、
大
学

で
せ
っ
か
く
勉
強
し
た
専
門
も
無
駄
に
な
る
し
、
将
来
、
子
供
の
教
育
な

ど
を
考
え
て
も
、
フ
フ
ホ
ト
は
旗
(
地
方
)
よ
り
条
件
は
は
る
か
に
良
い

だ
ろ
う
と
い
う
。

こ
こ
で
正
式
な
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
聞
く

と
、
実
は
、
自
分
も
後
一
、
二
年
頑
張
っ
て
、
そ
れ
で
も
就
職
が
実
現
で

き
な
か
っ
た
ら
、
進
学
す
る
あ
る
い
は
留
学
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
。
で

も
い
ま
は
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
経
済
的
な
余
裕
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と

付
け
加
え
た
。

伍)

「
留
学
生
活
で
自
分
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
東
北
地
方
の
遼
寧
省
、
吉
林
省
、
黒
龍
江

省
と
並
ん
で
、
日
本
語
教
育
の
レ
ベ
ル
が
高
い
地
域
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
旧
満
州
国
(
内
モ
ン
ゴ
ル
の
東
部
地
域
は

旧
満
州
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
)
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ

ル
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
は
比
較
的
に
勉
強
し
や
す
い
と
い
う
理
由
か
ら

で
あ
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
と
日
本
と
の
交
流
は
一
九
八

0
年
代
か
ら
再
開
さ

れ
、
い
ま
ま
で
、
公
費
、
私
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル

1
ト
で
多
く
の
学
生
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が
日
本
に
留
学
し
、
日
本
の
大
学
、
専
門
学
校
(
そ
の
中
で
は
日
本
語
を

学
ぶ
と
こ
ろ
が
一
番
多
い
)
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、

留
学
を
実
現
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
る
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
に
お
い
て
、
日
本
留
学
の
主
役
は
蒙
生
で
あ
る
。
長

年
、
学
生
た
ち
の
日
本
留
学
の
手
伝
い
を
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
あ

る
先
生
(
彼
自
身
も
一
九
八

0
年
代
に
公
費
で
日
本
に
留
学
し
た
経
験
が

あ
る
)
の
話
に
よ
る
と
、
一
九
八

0
年
代
の
留
学
は
「
鍍
金
」
(
箔
を
付
け

る
)
が
お
も
な
目
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九

0
年
代
か
ら
は
私
費
留
学
が

急
増
し
、
日
本
で
稼
ぐ
目
的
で
留
学
す
る
人
が
増
え
た
。
い
ま
は
蒙
生
の

就
職
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
留
学
を
将
来
に
対
す
る
一
つ
の
選
択

肢
と
し
て
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
は
私
費
留
学

の
費
用
は
大
変
高
い
(
一

O
万
元
す
る
場
合
も
あ
る
)
た
め
、
現
在
日
本

に
い
る
親
戚
、
友
人
の
助
け
を
受
け
ら
れ
る
学
生
、
あ
る
い
は
経
済
条
件

が
い
い
家
庭
(
蒙
生
の
ほ
と
ん
ど
は
「
牧
区
」
出
身
者
が
多
い
の
で
、
裕

福
な
家
庭
を
持
つ
学
生
は
あ
ま
り
い
な
い
)
の
学
生
な
ど
、
非
常
に
限
ら

れ
た
人
し
か
私
費
留
学
で
き
な
い
と
も
い
う
。

G
さ
ん
(
男
性
、
二
六
歳
)
は
日
本
留
学
中
の
友
人
を
頼
り
、
二

O
O

O
年
大
学
卒
業
後
、
す
ぐ
来
日
し
た
。
彼
は
圏
内
で
の
就
職
を
や
め
、
留

学
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
専
攻
し
た
自
分
に
と
っ

て
、
中
国
圏
内
で
は
可
能
性
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
ま
り
な
い
の
に
対
し
て
、

日
本
留
学
は
金
銭
面
や
言
語
面
な
ど
に
不
安
が
あ
り
、
リ
ス
ク
も
高
い
が
、

教
育
水
準
が
高
い
日
本
で
専
門
知
識
を
勉
強
す
れ
ば
、
自
分
の
将
来
に

き
っ
と
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
い
う
。
彼
は
日
本
語
専
門
学
校
を
経
て
、
現

在
(
二

O
O三
年
末
)
は
、
東
京
の
あ
る
大
学
で
経
済
学
を
専
攻
し
て
い
る
。

今
年
の
一
月
、
彼
か
ら
届
い
た
メ

1
ル
(
私
は
去
年
の
九
月
か
ら
彼
と

の
メ

1
ル
交
換
を
し
て
い
る
)
に
、
私
の
「
日
本
留
学
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
の
回
答
が
書
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
一

部
分
を
こ
こ
に
引
用
す
る
。

私
は
日
本
に
来
て
今
年
で
四
年
目
に
な
る
。
日
本
で
の
留
学
生
活

を
振
り
返
っ
て
見
る
と
き
、
ま
ず
自
分
の
生
活
観
、
勉
強
方
法
、
態

度
か
ら
考
え
方
、
価
値
観
、
民
族
(
モ
ン
ゴ
ル
)
に
対
す
る
考
え
方

ま
で
大
き
く
変
化
し
た
と
言
え
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
に
い
た
時
、
自
分
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
生
き
て
き

た
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
は
自
分
が
ほ
と
ん
ど
モ
ン
ゴ
ル
語
、
モ
ン
ゴ

ル
文
化
の
中
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
も
意
味
す

る
。
し
か
し
、
日
本
に
来
て
か
ら
、
自
分
は
つ
ね
に
二
つ
の
顔
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
入
国
管
理
局
や
学
校
で
は
「
中

国
人
」
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
中
国
人
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

私
生
活
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
同
士
の
付
き
合
い
が
多
い
。

日
本
で
は
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
漢
族
学
生
と
交
流
す
る

機
会
が
増
え
、
ま
た
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら
に
対
す
る
態
度
や
考
え

方
も
変
化
し
て
い
る
。

日
本
と
い
う
環
境
で
は
、
自
分
は
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
り
、
中
国
人

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
蒙
生
の
共
通
の
状
況
で
あ
る
。

同
じ
日
本
留
学
と
い
っ
て
も
、
「
心
境
」
の
変
化
は
、
置
か
れ
て
い
る
環

境
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
変
化
は
、
電
子
メ

I
ル
を
通
じ
て
調
査
し
た
ほ
か
の
蒙
生
か
ら
も
、
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あ
る
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
留
学
は
ま
だ
ご
く
一
部
の
蒙
生
の

選
択
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
(
彼
女
ら
)
は
つ
ね
に
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
と
日
本
と
い
う
二
つ
の
場
所
に
往
来
し
、
二
つ
の
空
間
に
生
き
て

い
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

四

蒙
生
の
対
応
の
い
く
つ
か
の
側
面
に
つ
い
て

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蒙
生
(
特
に
モ
ン
ゴ
ル
学
院
の
卒
業
生
)
の

ほ
と
ん
ど
は
就
職
で
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
仕
事
を
希
望
す
る
。
し
か
し
、

厳
し
い
就
職
競
争
の
中
で
、
彼
ら
(
彼
女
ら
)
の
対
応
は
変
化
し
て
い
る
。

現
地
調
査
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
以
上
に
提
示
し
た
デ
ー

タ
を
中
心
に
、
そ
の
対
応
の
い
く
つ
か
の
側
面
(
特
徴
)
を
示
し
た
い
。

川
移
動
性
が
高
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
就
職
の
自
由
化
、
個
人
化
、
ま
た
戸
籍
管
理
の
あ
る
程
度
の
緩

和
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
あ
る
意
味
で
は
、
非
常
に
自
然
な
成
り
行
き

か
も
し
れ
な
い
が
、
現
地
調
査
で
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
移
動

の
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
自
治
区
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
ら
の

言
語
(
漢
語
)
、
専
門
と
関
係
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
彼
ら
は
就
職
す
る

た
め
、
ま
た
、
自
分
の
専
門
や
希
望
に
合
う
仕
事
を
求
め
て
、

A
地
か
ら

B
地
へ
、
さ
ら
に
C
地
へ
と
移
動
す
る
。

移
動
性
は
仕
事
を
容
易
に
換
え
る
こ
と
か
ら
も
現
れ
て
い
る
。
私
が
調

査
し
た
二
三
人
の
中
で
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
ま
の
仕
事
を
や

め
て
も
構
わ
な
い
と
答
え
た
の
が
一
二
人
で
あ
る
。
パ
ー
ト
を
含
め
て
、

実
際
仕
事
を
換
え
た
人
は
二
三
人
中
、
七
人
も
い
る
(
七
人
の
う
ち
二
人

は
戸
籍
の
た
め
)
。

∞
就
職
、
再
就
職
す
る
際
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
仕
事
に
こ
だ
わ
ら

な
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

蒙
生
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う
人
は
多

い
が
、
就
職
状
況
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
う
思
わ
な
く
な
っ
た
人

が
増
え
て
い
る
。

D
さ
ん
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
二

O
O

四
年
に
漢
語
で
公
務
員
試
験
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
調
査
し
た
二

三
人
の
中
で
、
就
職
す
る
際
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
仕
事
に
こ
だ
わ
る
人

は
四
人
で
あ
る
。
就
職
率
の
低
下
、
失
業
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
こ
の

傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
ゆ
く
と
予
想
さ
れ
る
。

ω
仕
事
を
探
す
時
、
親
戚
、
友
人
、
校
友
を
頼
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

私
が
調
査
し
た
二
三
人
の
う
ち
、
一
九
人
が
正
式
な
仕
事
に
就
い
た
(
ニ

0
0三
年
九
月
ま
で
)
。
一
九
人
の
中
で
、
四
人
を
除
い
て
(
学
校
推
薦
に

よ
る
)
、
一
五
人
は
親
戚
、
あ
る
い
は
友
人
な
ど
を
頼
っ
て
就
職
し
た
。
就

職
制
度
は
自
由
化
し
た
と
は
い
え
、
法
律
制
度
や
管
理
が
充
分
で
は
な
い

た
め
、
人
事
採
用
す
る
時
、
不
公
平
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。
例
え
採
用
試
験
の
点
数
が
良
く
て
も
、
「
関
係
」
(
コ
ネ
)
が
な
い

と
、
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。

凶
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
お
け
る
変
化
。

「
牧
区
」
出
身
が
圧
倒
的
に
多
い
蒙
生
に
と
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
教
育

を
受
け
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
選
択
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
モ

ン
ゴ
ル
文
化
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
で
あ
る
。

彼
ら
は
「
牧
区
」
、
民
族
学
校
(
あ
る
い
は
民
族
ク
ラ
ス
)
、
大
学
の
「
蒙

文
班
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
ず
れ
も
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
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の
付
き
合
い
を
中
心
と
す
る
生
活
の
中
で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
確
立
し
て
い
る
。

ホ
ー
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
非
常
に
流
動
的

な
も
の
で
あ
り
、
状
況
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
。
提
示
し
た
資
料
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
卒
業
後
、
異
な
る
環
境
下
で
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
変
化
し
、
多
様
化
し
て
い
る
。
特
に
、

漢
族
が
多
数
を
占
め
る
生
活
環
境
下
で
生
活
、
仕
事
す
る
蒙
生
に
は
、
葛

藤
、
対
立
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
使
い
分
け
す
る
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
流
動
化
と
い
う
現
象
も

見
ら
れ
る
。

1991年から2001年までの内モンゴル自治

区民族幼稚園、小、中学校数の変化

中学校

408 

300 

年度

1999 

2001 

表5

出所・内モンゴル自治区教育委員会。

1999年から2001年までの内モンゴル自治

区各地の民族幼稚園、小、中学校数の変化

五

む
す
び
に
か
え
て

|
|
モ
ン
ゴ
ル
語
の
現
状
に
つ
い
て
|
|

164 

見
て
き
た
よ
う
に
、
蒙
生
の
就
職
状
況
は
モ
ン
ゴ
ル
語
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
現
状
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

一
二
世
紀
モ
ン
ゴ
ル
語
が
誕
生
し
て
以
来
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は
モ
ン
ゴ
ル

人
の
歴
史
、
文
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
い
ま
も
モ
ン
ゴ
ル
語
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化

の
最
も
重
要
な
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

地域 1999年 2000年 2001年

呼和浩特市 55 55 44 

包頭市 29 28 29 

烏海市 2 2 2 

赤峰市 395 386 310 

呼倫貝爾市 226 221 176 

興安盟 602 503 370 

通遼市 1，029 953 829 

錫林郭勤盟 160 157 137 

烏蘭察布盟 28 27 25 

伊克昭盟 74 70 65 

巴彦淳爾盟 29 35 35 

阿位善盟 32 31 27 

表6

注:この表から、包頭市、鳥海市とパインノー
ル盟を除いて、ほかのすべての地域の民族学
校は減少していることが分かる。また、通遼
市、興安盟や赤峰市などモンゴル族人口が多
い地域の民族学校の減少が著しいことは、注
目に値する。

出所:内モンゴ、ル自治区教育委員会。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
中
国
の
五
五

の
少
数
民
族
の
中
で
、
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
教
育
シ

ス
テ
ム
を
形
成
し
、
維
持
し
て
き
た
数

少
な
い
民
族
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

「
八
阪
」
と
い
う
組
織
を
通
じ
て
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
以
外
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が

居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
、
「
モ
ン
ゴ

ル
文
字
」
の
規
範
化
、
地
域
を
横
断
す

る
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
普
及
に
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

ま
た
、
表
5
、
表
6
が
示
し
て
い
る
よ



う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
用
す
る
人
口
は
減
少
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
使
用

範
囲
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の

普
及
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
、
少
数
民
族
家
庭
へ
の
漢
語
の
浸
透
、
学
歴

化
、
就
職
の
競
争
化
に
よ
り
漢
語
を
選
択
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
口
の
増
加
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

結
果
的
に
み
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
お
か
れ
て
い
る
危
機
的
な
状
況
は
、

蒙
生
の
就
職
率
の
低
下
、
就
職
難
と
い
う
状
況
を
作
り
、
そ
れ
が
主
因
と

な
っ
て
、
蒙
生
の
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
う
仕
事
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
環
境
か
ら

離
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
、
現
地
調
査
を
通
じ
て
強
く
感

い
レ
九
九
。注〈

1
〉
中
国
で
は
、
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
と
い
う
二
種
類
の
戸
籍
が
あ
り
、

農
村
か
ら
都
市
部
へ
の
移
住
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改

革
開
放
以
降
、
大
量
の
農
村
出
身
の
労
働
者
が
都
市
部
へ
流
入
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
制
度
は
大
き
く
揺
れ
動
き
、
ま
た
コ
戸
籍
法
」
の
一
部

を
修
正
し
て
対
応
す
る
地
域
も
現
れ
た
。
就
職
の
自
由
化
後
、
就
職
先
と

戸
籍
登
録
地
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
(
例
え
ば
地
域
内

で
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
)
が
出
て
お
り
、
ま

た
い
ま
の
制
度
で
は
、
進
学
、
就
職
に
お
い
て
都
市
部
の
学
生
に
有
利
と
い

う
指
摘
、
批
判
が
多
く
、
戸
籍
制
度
の
改
革
に
一
層
発
車
を
か
け
て
い
る
。

〈

2
〉
「
単
位
」
に
つ
い
て
厳
密
な
定
義
は
な
い
が
、
農
村
や
自
営
業
な
ど
を

除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
党
、
政
府
関
係
、
国
営
企
業
、
大
学
な
ど
研
究
機
関
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
な
ど
個
人
が
属
す
る
組
織
を
意
味
す
る
。
中
国
の
社
会
主

義
計
画
経
済
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
「
単
位
制
度
」
は
、
仕
事
を
は
じ
め
、

福
祉
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
一
人
の
人
間
の
生
活
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
面
と
絡

ん
で
お
り
、
そ
の
人
の
社
会
的
地
位
や
身
分
を
決
定
す
る
ほ
ど
の
重
要
性

を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
革
開
放
後
、
特
に
一
九
九

0
年
代
か
ら
単

位
制
度
は
人
々
の
移
動
の
自
由
、
能
力
の
発
揮
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
権
利
な
ど
を
大
き
く
制
限
、
妨
害
し
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
発

展
を
束
縛
し
て
い
る
、
平
均
主
義
の
象
徴
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
楊
旭
民
と
周
翼
虎
が
書
い
た
『
中
国
の

単
位
制
度
』
と
い
う
本
は
話
題
と
な
り
、
ニ

O
O二
年
一
月
そ
の
本
を
ベ
ー

ス
に
C
C
T
V
で
放
送
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
「
人
在
単
位
」
は
全
国

的
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
高
ま
る
単
位
制
度
に
対
す
る
批
判
と
改
革
の
要
求

は
、
大
学
生
の
就
職
の
個
人
化
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
。

ち
な
み
に
、
「
単
位
」
に
つ
い
て
人
類
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
研
究

も
中
国
語
で
出
て
い
る
。
詳
し
く
は
李
漢
林
(
一
九
九
六
)
を
参
照
。

〈

3
〉
た
く
さ
ん
の
論
文
に
加
え
て
、
本
(
論
集
な
ど
)
も
出
版
さ
れ
て
い

る
。
詳
し
く
は
岡
本
雅
享
(
一
九
九
九
)
や
小
川
佳
万
(
二

0
0
こ

を

参
照
。

〈

4
〉
詳
し
く
は
庄
司
博
史
(
二

O
O
三
)
と
玄

go出
色
目

rs国
吉
田

g

(
S
S
)
を
参
照
。

〈

5
〉
詳
し
く
は
フ
レ
ル
バ

l
ト
ル
(
一
九
九
七
)
を
参
照
。

〈

6
〉
一
次
就
職
を
中
心
に
し
た
の
は
主
に
資
料
の
問
題
に
よ
る
。
い
ま
の

就
職
制
度
で
は
、
四
年
生
に
な
っ
た
学
生
は
、
大
学
の
推
薦
、
ま
た
は
市
、

大
学
な
ど
が
設
け
た
「
人
材
交
流
市
場
」
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
直
接
求

人
側
と
交
渉
す
る
形
で
就
職
活
動
を
行
う
。
一
般
的
に
、
卒
業
す
る
ま
で

に
内
定
し
た
就
職
を
一
次
就
職
と
捉
え
、
そ
の
デ
I
タ
は
大
学
側
が
把
握

し
て
い
る
。
戸
籍
管
理
の
た
め
に
、
卒
業
す
る
ま
で
に
就
職
が
内
定
し
な

い
場
合
は
、
卒
業
後
戸
籍
な
ど
は
元
の
戸
籍
地
(
中
国
語
で
言
う
「
原
考

生
地
」
)
に
戻
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
二
次
就
職
の
状
況
を
大
学
が
把
握
で

き
て
い
な
い
ケ
1
ス
が
少
な
く
な
い
。

〈

7
〉
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
は
本
部
に
あ
る
九
つ
の
学
院
と
、
本
部
外
で
、
元

は
専
門
学
校
だ
っ
た
芸
術
学
校
な
ど
を
統
合
し
て
作
っ
た
こ
つ
の
学
院
か
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ら
成
っ
て
い
る
。

〈
8
〉
資
料
出
所
一
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
卒
業
生
就
職
指
導
セ
ン
タ
ー
。

〈9
〉
同
右
。

〈
ω〉
資
料
出
所
・
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
モ
ン
ゴ
ル
学
院
。

〈U
〉
最
近
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
テ
レ
ビ
番
組
を
モ
ン
ゴ
ル
国
で
衛
星
放
送
を

す
る
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
放
送
局
と
共
同
で
テ
レ
ビ
番
組
を
作
る
な
ど

の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ど
の
ぐ
ら
い
の
効
果
が
あ
る
の
か
、

注
目
し
た
い
。

〈
ロ
〉
詳
し
く
は
ソ
イ
ラ
(
一
九
九
七
)
を
参
照
。

〈
日
〉
例
え
ば
、
広
州
な
ど
の
地
で
就
職
す
る
際
、
少
数
民
族
や
女
性
へ
の

差
別
が
多
く
、
市
が
条
例
を
出
し
、
禁
止
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
資
料
出
所
υ

教
育
部
の
ホ

1
ム
・
ペ
ー
ジ
「
教
育
戦
線
」
(
喜
一
ミ

4
2
5
3ミ
)
よ
り
。

〈
凶
〉
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
点
を
鋭
く
指
摘
し
た
毛
里
和
子
や
庄
司

博
史
の
研
究
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
民
族
政
策
に
関
し
て
は

毛
旦
和
子
(
一
九
九
八
)
と
同
(
ニ

O
O
二
、
民
族
言
語
教
育
に
関
し
て

は
庄
司
博
史
(
二

O
O三
)
、
宮

0
5
E
z
r
s回
目
呂
田
口

(
-
3
3
、
岡
本
雅

享
(
一
九
九
九
)
な
ど
を
参
照
。

〈
行
〉
詳
し
く
は
ス
チ
ユ
ア
1
ト
・
ホ
l
ル
(
二

O
O
二
。

〈M
山
〉
八
協
と
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
青
海

省
、
甘
粛
省
、
遼
寧
省
、
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
、
河
北
省
と
雲
南
省
の
「
蒙

古
語
文
工
作
委
員
会
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
全
国
モ
ン
ゴ
ル
語
文
工

作
委
員
会
」
を
指
す
。

〈
げ
〉
詳
し
く
は
舎
那
木
吉
投
(
二

0
0
0
)
三
頁
を
参
照
。

〈
同
〉
私
は
自
分
の
調
査
地
で
あ
る
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
市
に
お
け
る
エ
ペ
ン
キ

人
、
ダ
フ

1
ル
人
の
「
脱
モ
ン
ゴ
ル
語
化
」
現
象
に
つ
い
て
、
別
の
と
こ

ろ
で
記
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
詳
し
く
は
思
泌
夫
(
二

O
O四
)
を
参
照
。
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。
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司
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史
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。
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ユ
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テ
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ラ
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O
年

l
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に
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出
版
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ハ
イ
ラ
ル
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

フ
レ
ル
パ

I
ト
ル
「
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
民
族
教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

田
中
克
彦
な
ど
編
『
言
語
・
国
家
、
そ
し
て
権
力
』
(
ラ
イ
ブ
ラ
相
関
社
会

科
学
四
)
新
世
社
、
一
九
九
七
年
、
九
一

l
一
O
六
頁
。

冨
m
g
o
回
世
]
目
付
0
4
出
自
E
p
h
a
h。
苦
言
旬
。
宮
崎
町
FNSR同
町
、
ヤ
雪
。
コ
守
同
町
一
色

rs号、同

お
お
丸
岡

Hぎ
九
円
ミ
S町

民

AYNS~rRHF宅
室

内

F
5
b
u
C
E
Z
E
q
。
同
巧
忠
臣
口
問
件
。
回

同

V
R
d
m
r
H喧
喧
唱
・

毛
里
和
子
『
周
辺
か
ら
の
中
国
|
|
民
族
問
題
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
。

毛
里
和
子
「
中
華
世
界
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
と
再
鋳
造
」
毛
里
和

子
編
『
現
代
中
国
の
構
造
変
動
』
七
、
東
京
大
学
出
版
会
、
ニ

O
O
一年。

李
漢
林
「
関
子
中
国
単
位
社
会
的
一
些
議
論
」
潜
乃
ハ
念
守
編
『
社
区
研
究
与

社
会
発
展
』
下
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
一
一
五
一
ー
二

八
五
頁
。

舎
那
木
士
口
控
『
中
国
民
族
語
文
工
作
的
創
挙
|
)
蒙
古
語
文
「
八
協
」
工
作

二
十
年
回
顧
』
遼
寧
民
族
出
版
社
、
二

O
O
O年。

思
泌
夫
「
関
子
馴
鹿
都
温
克
人
的
民
族
誌
・
試
論
都
温
克
族
研
究
的
同
時
代

性
問
題
」
祁
恵
君
な
ど
編
『
郡
温
克
族
研
究
』
中
央
民
族
大
学
出
版
社
、

二
O
O四
年
(
印
刷
中
)
。
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